
９月ウクライナ
訪問報告



訪問の経緯

•ヤルタ・ヨーロッパ戦略
会議から招待（ゼレンス
キー大統領その他、政府
要人も出席）

•６月にウクライナ最高会
議名誉章の発表。９月に
カナダのホッケー選手と
一緒に授与式をしたいと
連絡



経路
• 往路：ポーランド東部のヘウム駅からキーウまで特別列
車（約９時間）

• 復路：リヴィウからクラコフまでバス（昼間約8時間）



ヤルタ・ヨーロッパ戦略会議

ボリス・ジョンソン元英首相

ゼレンスキー大統領の講演

イェルマーク
大統領府長官

クレバ外相

カリユライド元エストニア大統領

スヴィリデンコ
第一副首相

ステファニシナ副首相



義手を装着し
た傷痍軍人に
会う
• ４月に講演したアンドリ・ス
タブニツァ氏の「スーパー・
ヒューマンズ」から提供され
た義手を装着

• 機能に加えて、非常にデザイ
ン性が高く、それを誇らしげ
にしていたのが印象に残る。



クブラコフ副首相兼復興担当大臣と会談
於：地方・国土・インフラ発展省





昨年１０月のウクライナ最高会議訪問団（対日友好議連）とも再会



•キーウ→イヴァノフランキウシク
（列車：８時間）



通学風景



建設ラッシュ（「買うにはもう遅い」）



プレカルパチア
国立大学の名誉
教授の称号を授
与
大学実務担当者
とも面談。日本
の大学との交流
意思は非常に強
い。



オレクサンドル・
シチ州評議会議長

• 右スヴィトラーナ・オニシチューク行政長（知事）
• 左からシルコ副行政長、





『ウクライナの声』（議会新
聞）日本はリハビリテーショ
ンと義肢装具の専門家の育成
を支援する

• イヴァノフランキウシク州は、リハビリ
テーション、心のケア、義肢装具の専門家
の研修に関して、兵庫県（日本）と協力を
確立した最初の地域です。

• 「創造的復興」の理念を活かしたウクライ
ナ支援検討会座長の岡部芳彦氏は、議会活
動・地方自治・地域間・国際協力に関する
州評議会常任委員会の会合で、イヴァノフ
ランキウスク地方と兵庫県との協力につい
て語った。



市内視察

• リハビリテーションセンター、新
設の産院などを視察

• 支援してほしい分野は多様。ただ
すべてできるはないので絞り込む
必要はあると感じた。



戦争の影



コシウ訪問



織物と焼き物の町 コシウ織物と焼き物の町 コシウ



ウクライナ
いちの伝統
工芸専門学
校がある



１２月７日
イヴァノフランキウシク州主催国際会議「イヴァノ・

フランキウシクー信頼できるパートナー」
チェコ、ルーマニアの国会議員や自治体関係者が現地

で参加



結語
• キーウもだいぶ落ち着いた雰囲気だが、西ウクライナはさらに状況
はよい。

• とくに中欧を中心に、自治体トップや国会議員などがイヴァノキウ
シク州を頻繁に訪問している。復興だけではなく経済協力などを協
議。

• 復興需要は多様。一方、すべて兵庫県に出来るわけではない。
• 経済活動は活発化
• イヴァノフランキフシク州側からは陶器・織物・木工品などの地場
産業への投資が呼び込めないか、あるいは何等かの販路の拡大がで
きないか模索している様子。ただあまり具体策があるわけでもない。


